
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱海市立地適正化計画 
～ 熱海の特性を生かし、「暮らしやすさ」と「観光の魅力」を高めるプラン ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱 海 市 



 

 

計画の構成 

 

Ⅰ はじめに ····································································································· １ 

１．立地適正化計画とは   ２．計画策定の背景と目的   ３．計画の役割・位置付け 

○ 立地適正化計画は、都市再生特別措置法に基づき、「コンパクト＋ネットワーク」の考えのもと都市機能や居住を誘導する
ことにより、人口減少・少子高齢化時代においても持続可能な都市経営を推進するための、まちづくりの指針です。 

○ 本市では、熱海の特性を生かした立地適正化計画を作り使うことで、都市機能や居住を誘導し、「暮らしやすさ」と「観光
の魅力」の向上を図ります。 

 

Ⅱ 熱海の特性・着目点  ······················································································ ７ 

１．圧倒的な交流人口      ２．海に面する立地      ３．急峻な地形 

４．膨大な建築ストック     ５．活発な民間の動き 

６．その他、まちの現況 （急速に進む人口減少・高い高齢化率・地形的な制約により、平面上はコンパクトな市街地） 

 

Ⅲ 立地適正化計画の作成方針  ·············································································· 19 

１．基本的な考え方 
(1) 交流人口を加えた「熱海市民」で計画を検討   (2) 海を生かし、まちの魅力と災害リスクの改善を両立 

(3) 急峻な地形を踏まえ、土地利用と都市機能を誘導   (4) 居住だけでは使いきれない、魅力的なストックを活用 

(5) 観光のポテンシャルに呼応する民間の動きで、機能を誘導 

２．都市機能や居住の誘導方針 
(1) 海に面する拠点や軸周辺に、都市機能や居住を集約 

(2)「観光のポテンシャル」と「交通利便性」を生かし、都市機能を誘導・集積 

(3) 都市機能を集積し、生活利便を享受できる環境を高めることで、居住を維持・誘導 

３．計画の特徴 
(1) 都市構造を「動きのあるもの」として捉え、まちづくりを実践 

(2)「ビッグデータ」をはじめとする、様々な都市データを収集・反映 

 

Ⅳ 都市機能誘導区域  ························································································· 29 

１．都市機能誘導区域とは 

２．都市機能誘導区域設定の考え方 

３．都市機能誘導区域 

４．誘導施設 
○ 都市機能誘導区域は、「熱海の特性」を踏まえ、以下の考え方で設定します。 

❶ 都市計画マスタープランにおける「定住者の暮らしを支える機能が集積する拠点」、「広域連携軸（鉄道・国道 135 号）

に係る拠点」の周辺で設定 

❷ 具体の範囲は、「都市機能が集積」し、かつ、「公共交通の利便性が高い」エリアをベースに設定 

❸ 熱海の特性や都市政策の観点（圧倒的な交流人口、海に面する立地など）から、「熱海市民」の活動があり、これからの

まちの持続・発展に欠かせないエリアを追加 

○ 誘導施設は、「熱海市民」の暮らしや観光のため、以下のとおり定めます。 

❶ 「熱海の暮らしを支える」ための施設を維持・誘導 

❷ 「暮らしの質と観光の魅力を高める」ための施設を維持・誘導 



 

 

Ⅴ 居住誘導区域  ······························································································· 43 

１．居住誘導区域とは 

２．居住誘導区域設定の考え方 

３．居住誘導区域 

○ 居住誘導区域は、「熱海の特性」を踏まえ、以下の条件に該当するエリアを設定します。 

❶ 将来にわたり、生活利便が確保されるエリア 

❷ 定住者の人口密度が高いエリア 

❸ 「生活市民」の実態を捉えた、生活圏の大切なエリア 

 

Ⅵ 誘導施策  ····································································································· 51 

１．エリアごとの誘導施策 

２．主要施策の進め方 

３．都市機能誘導及び居住誘導に係る届出制度 
○ 都市機能誘導区域では、 

・ 質の高い都市機能を計画的に集積             ・ 民間投資も活用し、良好な都市環境を整備   

・ 観光でヒト・モノ・コトを呼び込み、暮らしの質も向上   ・ 公共交通の充実や渋滞対策で、暮らしやすさを向上 

・ 歩いても楽しいまちづくりを推進 

○ 居住誘導区域では、 

・ まちなかの居住環境を向上                 ・ まちなか居住を推進 

・ 都市機能誘導区域へのアクセスを維持・向上 など 

 

Ⅶ 防災指針  ····································································································· 65 

１．基本的な考え方と留意点 

２．災害リスクの分析 

３．まちの安全性を高める取組と進め方 
○ 暮らしやすさと観光の魅力を高める民間投資を誘導する際に、「防災も」含めて考えることで、まちづくりの中で都市機能

誘導区域や居住誘導区域の安全性を向上 
○ 防災・減災や復旧・復興の取組に当たっては、安全性を高めることだけに注力し熱海の特性を損なわぬよう、「都市デザイ

ン」の観点を持って総合的に検討することに留意 

 

Ⅷ 計画の評価・進め方  ····················································································· 73 

１．目標・効果を計る指標の設定 

２．計画の進め方 
(1) 多様な主体によるマネジメントで、多岐・長期にわたる取組を計画的・柔軟に実施 

(2) 様々な都市データを使い、都市を定期診断 

(3) ＰＤＣＡサイクルにより、計画を進捗管理・見直し 

 

Ⅸ 参考資料編  ·································································································· 79 

１．策定体制及び策定経緯 

２．熱海市の基礎データ 

３．「熱海市民」に係るデータ集



 

 

 


